
 

 

 

大地震発生時の児童の安全を守る登下校について 
 

岡崎市立恵田小学校 

 

１ 「大地震」が発生した場合 

   

 

 
 

 

① 児童が学校にいる時間 

・児童は運動場に避難し、保護者のお迎えで引き渡し下校します。 

② 児童が登下校中の場合 

・崖や川沿いなどから安全に気を付けてはなれて、しゃがんで頭を覆います。そ

の後、近隣の場所か学校に避難します。安全が確認された後、保護者への引き

渡し下校をします。 

・学校に近いときは学校に避難し、保護者のお迎えで引き渡し下校します。 

・家に近いときは、家に帰ります。（帰ったことを学校へ連絡してください。） 

③ 児童が在宅中の場合 

・登校前の場合は、登校せずに自宅で待機します。 

※ ①～③の場合、情報の内容等状況が確認でき次第メール配信により、ご連絡

いたします。①と②について、場合によっては、保護者のお迎えによる引き

渡し下校となります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「南海トラフ地震に関する情報」（臨時）が発令された場合 

※ 気象庁は大規模地震発生の予告が困難であることから、「東海地震注意情報」は発令をしない

ことになりました。新たに「南海トラフ地震に関する情報」（臨時）が発令されることになりま

した。この情報は、地震を予知し、ただちに避難を勧告するものではありません。しかし、大地

震の可能性が高まったことで厳重な注意が必要です。 

○ メール配信により「南海トラフ地震に関する情報」（臨時）が発令されたことを配信します。 

（情報が発表された日は、状況により安全確保のために臨時休校する場合もあります。） 
 

 

◇震度５以上の大地震が実際に発生した場合、メール配信を閲覧できなくなることが予想さ

れます。したがって、震度５弱以上の地震の場合、メール配信が届かなくても保護者のお

迎えによる引き渡し下校が原則になります。今後に備えてご対応をお願いします。 

◎ 緊急時には、情報をメール配信にて行います。しかしながら、災害時には、配信困難な

場合もあります。その場合は、上記に従って行動してください。 
 

◎ 引渡し下校となった場合、車でのご来校は、大変な混乱を招く恐れがあり危険です。安全

な方法で、お迎えをお願いします。 
 

◎ 家族と一緒でないときの集合場所を、家の近くで安全に避難できる場所を確認して、「家

族の近隣避難場所」として決めておいてください。（お子様にも必ず確認して下さい。） 


